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あ
ら
ま
し　

市
民

の
歴
史
・
文
化
遺

産
と
し
て
注
目
さ

れ
る
普
天
間
飛
行

場
の
「
重
要
遺
跡
」

を
、
前
々
月
に
続

き
紹
介
し
ま
す
。

神
山
テ
ラ
ガ
マ
洞
穴
遺
跡　

古
く
か
ら
私
た

ち
宜
野
湾
市
の
歴
史
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た

字
神
山
の
聖
地
と
し
て
、
現
在
で
も
信
仰
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
横
穴
洞
穴
で
す
。
洞
穴

か
ら
は
、
沖
縄
の
古
代
文
字
と
も
呼
ば
れ
る

「
線
刻
石
版
」が
出
土
し
て
い
ま
す
。

神
山
ク
シ
ヌ
カ
ー
古
湧
泉　

字
神
山
に
と
っ

て
、
戦
前
、
家
々
に
上
水
道
の
な
い
時
代
は
、

古
湧
泉
が
大
切
な
水
源
で
し
た
。
そ
れ
は
、

毎
日
の
生
活
雑
用
水
だ
け
で
な
く
、
新
年
の

若
水
・
子
供
の
産
水
・
死
者
の
浴
水
・
麻
疹
を

治
す
水
な
ど
に
も
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

神
山
ト
ゥ
ン
遺
跡　

字
神
山
は
、
比
嘉
家
に

始
ま
り
、
次
い
で
そ
の
家
を
守
る
た
め
に
各

地
域
か
ら
人
々
が
寄
り
集
っ
て
、
ト
ゥ
ン
で

語
り
合
い
、や
が
て
そ
の
場
所
が
拝
所
と
な

っ
た
と
伝
え
ま
す
。
現
在
、
遺
跡
に
は
戦
前

来
の
石
祠
の
拝
所
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

神
山
後
原
ウ
シ
モ
ー(

闘
牛
場)

跡　

字
神

山
で
は
モ
ト
ウ
シ
モ
ー
と
呼
び
、
明
治
四
十

四
年
頃
ま
で
利
用
し
た
と
伝
え
ま
す
。沖
縄

の
伝
統
的
な
娯
楽
文
化
で
あ
る
戦
前
の
闘

牛
場
跡
が
保
存
良
く
残
る
場
所
は
本
遺
跡

が
県
内
で
唯
一
で
す
。

問合せ：文化課

　☎893‒4430

△神山テラガマ洞穴遺跡出土の線刻石板

△1950年代の神山クシヌカー古湧泉

△神山後原ウシモー跡△神山トゥン遺跡の石祠

4其の

　 ぎのわんの

歴史・文化遺産を

 歩く

　
沖
縄
県
公
文
書
館
で
公
開
さ
れ
て
い
る
資
料 
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は
、
１
９
５
４
年
３
月
の
時
点
で
の
在
沖
米
軍
基

地
の
﹁
基
本
計
画
﹂
を
示
し
て
い
ま
す
。
資
料
に
は

米
陸
海
空
軍
施
設
と
そ
の
他
の
施
設
が
﹁
暫
定
﹂
と

﹁
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
﹂
と
に
大
別
さ
れ
て
お
り
、﹁
暫

定
地
域
は
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
施
設
の
完
了
後
に
開

放
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
﹂
と
の
記
述
も
確

認
で
き
ま
す
。

　
当
該
資
料
の
中
の
宜
野
湾
市
に
か
か
る
米
軍
施

設
は
、
真
志
喜
の
﹁
ホ
ス
ピ
タ
ル
エ
リ
ア
﹂
、
宇
地
泊

の
﹁
キ
ャ
ン
プ
ブ
ー
ン
﹂︵
そ
れ
ぞ
れ
陸
軍
暫
定
施

設
︶
、
そ
し
て
﹁
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
﹂
、﹁
ズ
ケ
ラ
ン
エ
リ

ア
﹂︵
そ
れ
ぞ
れ
陸
軍
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
︶
、﹁
普
天

間
飛
行
場
﹂︵
空
軍
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
︶
な
ど
が
確

認
で
き
ま
す
。
な
か
で
も
キ
ャ
ン
プ
ズ
ケ
ラ
ン
は

﹁
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
エ
リ
ア
の
現
行
施
設
﹂
と
し
て

比
較
的
多
く
の
紙
幅
が
割
か
れ
て
お
り
、
基
地
内

の
地
形
、
地
質
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
兵
舎
や
娯
楽
施

設
等
の
建
設
に
つ
い
て
の
記
述
が
並
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
﹁
開
発
す
る
に
適
し
て
い
る
要
因
﹂
の
一
つ

と
し
て
、﹁
こ
の
立
地
条
件
で
駐
留
す
る
実
戦
部
隊

は
那
覇
や
嘉
手
納
の
主
要
な
ど
ち
ら
の
空
軍
基
地

の
防
衛
に
お
い
て
す
ぐ
さ
ま
展
開
で
き
る
﹂
と
の

記
述
が
続
き
、
こ
こ
か
ら
は
キ
ャ
ン
プ
ズ
ケ
ラ

ン
に
駐
留
す
る
と
さ
れ
る
﹁
実
戦
部
隊
﹂
が
、﹁
沖

縄
を
守
る
﹂
こ
と
を
想
定
し
た
も
の
で
は
な
い

と
い
う
点
が
た
だ
ち
に
読
み
取
れ
ま
す
。

　
資
料
全
体
を
通
し
て
見
て
も
、
キ
ャ
ン
プ
ズ

ケ
ラ
ン
に
か
か
る
人
々
の
人
権
に
は
全
く
言
及

さ
れ
て
い
な
い
点
も
注
目
を
ひ
き
ま
す
。
そ
し

て
５４
年
７
月
以
降
、
伊
佐
浜
住
民
を
中
核
と
し

た
土
地
取
り
上
げ
反
対
闘
争
が
展
開
さ
れ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
　
︵
文
責 

清
水
文
彦
︶

103

米
軍
資
料
に
み
る
１
９
５
４
年
の
キ
ャ
ン
プ
ズ
ケ
ラ
ン▲伊佐浜の田園風景（1955年頃）

『
宜
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史
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